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回 テーマ等 具体的な検討内容 

１ ・食品ロスの現状について ・食品ロスの発生・原因 など 

２ 

・商品汚損・破損の削減 など ・パイロット事業実例 など 

・小容量・ばら売り など ・単身世帯の増加と消費者広報など 

・賞味期限関係 ・賞味期限延長と消費者広報 

・食べきり運動の展開 ・小盛サービス 
・持ち帰り（自己責任）・調理ロスの削減 など 

・３０１０運動の展開 ・ドギーバッグの普及策 
・府民への啓発方法 など 

３ 

・冷蔵庫の在庫管理 ・計画的な買い物 
・食べ切り  ・期限表示の理解の浸透 
・食材を使い切る調理方法の浸透 など 

・家庭向け啓発活動 
・府民講座の開講等の情報提供 など 

・余剰食品の寄附等 ・備蓄食料の有効活用方策 
・フードバンクとの協定実例 など 

４ 

・1/3(2/3残し)ルールの緩和 ・ルール緩和の具体的方策 
・賞味期限の設定見直し方策 など 

・期限設定情報 ・食品分析センター試験結果開示 など 

５ 

・規格外品の有効活用 ・規格外品の販売方策 ・容器包装の高機能化 など 

・需要予測精度向上 ・販売状況情報の共有化方策 
・日配品の週間発注化方策 
・コーザルデータの活用策 など 

６ 
・印字ミスの削減等 ・きょうと信頼食品登録制度の拡充 

・値引き等による売り切り ・消費期限別価格設定店の例 など 

７ 
・食品ロス削減をめぐる動きについて ・各施策の状況 

・法律制定への動き など 

これまでの府民会議のテーマについて 

－１－ 



分 類 課 題 主 な 発 生 削 減 策 平成29年度までの取組 平成30年度の取組 

農林 
農産物規
格外品の
有効活用 

・加工販売 
・直売所販売 
・消費者への理解促進 

・加工・直売所販売の推進 
 
・直売所等からフードバン 
 ク等へ規格外品等の提供 
 の働きかけ 

・加工・直売所販売の推進 
 
・直売所等からフードバン 
 ク等へ規格外品等の提供 
 の働きかけ 
 

食品 
製造業 ・需要予測 

 精度のズ 
 レによる 
 売れ残り 
 
・印字ミス 
 等による 
 廃棄 
 
・売れ残り 
 による廃 
 棄（値崩 
 れと利益 
 水準） 

需要
予測
精度
向上 

・1/3(2/3残 
 し)ルール 
 の緩和 
 
・余剰食品 
 の寄附等 

・印字ミスの削減等 
・賞味期限設定の見直し 
・賞味期限の年月日表示 
 から年月表示への変更 
・期限設定情報（食品分 
 析センター試験結果な 
 ど）の開示など 

・京都府の防災備蓄品提供 
 のため、協定書締結 
 
・フードバンクに対する協 
 力を企業に働きかけ 
 
・社協と連携し、支援が必 
 要な方の要望を把握 
 
・コーザルデータ活用 
 
・「きょうと信頼食品登録 
 制度」への登録推進 

・京都府の防災備蓄品提供 
 のため、協定継続中 
 
・フードバンクに対する協 
 力を企業に働きかけ 
 
・社協と連携し、支援が必 
 要な方の要望を把握 
 
・コーザルデータ活用 
 
・「きょうと信頼食品登録 
 制度」への登録推進 
 
・1/3(2/3残し)ルールを国 
 主導で経済界を挙げて改 
 善するよう国に働きかけ 
 
・値引きなど売切等を実践 
 する店舗を「食べ残しゼ 
 ロ推進店舗（食品小売店 
 版）」として認定（府域 
 39店舗）① 
 

食品 
卸売業 

値引き等に
よる売り切
り 

・商品破損 
 の削減な 
 ど 

食品 
小売業 

・小容量販売 
・ばら売り 
 など 

１ 府民会議の議論とこれまでの取組について 

－２－ 

 (1) 事業系食品ロスに対する取組 



分類 課 題 主な発生削減策 平成29年度までの取組 平成30年度の取組 

外食 
産業 

食べ残し 
調理ロス 
 

など 

需要
予測
精度
向上 

・食べきり運動の展開 
・小盛サービス 
・持ち帰り（自己責任） 
・調理ロスの削減 など 

・食べ残しを減らす工夫を 
 している店舗等を「食べ 
 残しゼロ推進店舗」とし 
 て認定（府域13店舗） 
 

・食べ残しを減らす工夫を 
 している店舗等を「食べ 
 残しゼロ推進店舗（飲食 
 店・宿泊施設版）」とし 
 て認定(府域46店舗)① 

－３－ 



分類 課 題 主な発生削減策 平成29年度までの取組 平成30年度の取組 

家庭 

・消費期限 
 切れ等に 
 よる直接 
 廃棄 
・食べ残し 
・調理くず 
 など 

・冷蔵庫の在庫管理 
・計画的な買い物 
・食べ切り 
・期限表示の理解の浸透 
・食材を使い切る調理方法の浸透 など 

・イベントやマスコミ等を 
 活用した消費者への意識 
 啓発を実施（ラジオ、京 
 都駅前電光掲示板等での 
 啓発） 
 
・食材を有効活用する調理 
 研修会等の開催（南極料 
 理人による研修会、舞鶴 
 市と共催による市民向け 
 講座、同志社女子大学と 
 のコラボによるインター 
 ネット府民大学動画講座 
 の公開） 
 

・イベントやマスコミ等を 
 活用した消費者への意識 
 啓発を実施②（新聞広告、 
 ラジオ、ホームページ等 
 での啓発） 
 
・府民向けの研修会等の開 
 催（冷蔵庫の整理研修会 
 ③、亀岡市と共催による 
 市民向け講座、整理収納 
 アドバイザーによるイン 
 ターネット府民大学動画 
 講座の公開④） 
 
 
・中・高校生を対象とした 
 ポスターコンクールの実 
 施⑤ 
 
・農林水産フェスティバル 
 におけるフードドライブ 
 の実施⑥ 

－４－ 

 (2) 家庭系食品ロスに対する取組 



 (3) 市町村と連携した食品ロスに対する取組 
 

－５－ 

分類 主な課題 主な発生削減策 平成29年度までの取組 平成30年度の取組 

市町村 

市町村にお
けるごみ処
理費用の負
担大 

・市町村との連携による市民向け啓発活動の 
 実施 
・市町村間のノウハウの共有 

舞鶴市と共催による市民向
け講座（再掲） 
 

亀岡市と共催による市民向
け講座（再掲）⑦ 



－６－ 

（１） 事業系食品ロスに対する取組について  

 小盛りメニューの提供や食べ残しの持ち帰りなど
自ら工夫する飲食店・宿泊施設 
 
（平成29年７月～ 現在46店舗） 

「食べ残しゼロ推進店舗」の認定 

 加工食品の販売期限の延長等による食品ロス削減に
取り組むスーパーなどの小売店舗 
 
（平成30年11月～ 現在39店舗） 

食べ残しゼロ推進店舗（飲食店・宿泊施設版） 

食べ残しゼロ推進店舗（食品小売店版） 

表中番号① 



－７－ 

「食べ残しゼロ推進店舗」認定要件 

(1)～(8)の項目のうち、２項目以上を実践すること 

飲食店・宿泊施設の取組項目 食品小売店の取組項目 

（１）食材を使い切る工夫 

（２）食べ残しを出さない工夫 

（３）宴会、冠婚葬祭での食事等における工夫 

（４）食べ残しの持ち帰りができる工夫 

（５）ごみ排出時の水キリ等の工夫 

（６）使い捨て商品の使用を抑える工夫 

（７）食べ残しゼロに向けた啓発活動 

（８）上記以外の食べ残しを減らすための工夫 

（１）店頭での手つかず食品（賞味・消費期限切れ食 

  品）の削減につながる取組 

（２）家庭での食べキリ・使いキリにつながる取組 

（３）惣菜等の製造・調理段階での取組 

（４）イートインコーナー等での飲食に関する取組 

（５）食品ロス削減に関する自社の取組のＰＲや社内 

  での情報共有 

（６）フードバンク活動等への支援 

（７）食品リサイクルの推進 

（８）上記以外の食品ロスを減らすための取組 



－８－ 

「食べ残しゼロ推進店舗」一覧 

飲食店・宿泊施設版（全４６店舗） 食品小売店版（全３９店舗） 

乙
訓
（12
店
舗
） 

木多井仕出し店 
今里屋 
プチ・ラパン 
cafe openfarm blunch 
矢尾卯 
中楼田 

鮨市 
餃子の王将 国道１７１号店 
餃子の王将 東向日店 
餃子の王将 長岡天神店 
和食さと 向日店 
和食さと 城ノ里店 

乙
訓
（３
店
舗
） 

イズミヤ長岡店 
コープながおか 
フレスコ向日市店 
 

山
城
（
9
店
舗
）
 

餃子の王将 槙島店 
餃子の王将 八幡店 
餃子の王将 国道大久保店 
餃子の王将 新田辺店 
和食さと 城陽店 

和食さと 京田辺店 
和食さと 木津店 
大戸屋 イオンモール高の原店 
丸醤屋 イオンモール高の原店 
 

山
城
（14
店
舗
） 

イズミヤ八幡店 
イズミヤ大久保店 
コープ男山 
コープ京田辺 
コープ城陽 
コープ祝園駅 
コープ宇治神明 

マツヤスーパー伊勢田店 
マツヤスーパー久津川店 
フレスコ木幡店 
フレスコ小倉店 
フレスコ宇治店 
フレスコ木津店 
フレスコプチ六地蔵店 

南
丹
（12
店
舗
） 

美山ハイマートユースホステル 
cafe わかば 
餃子の王将 亀岡店 
餃子の王将 篠店 
和食さと 亀岡店 
和食さと 亀岡東店 

(株)八光館 
料理旅館 枕川楼 
中華料理 (株)広東 
美山町自然文化村 河鹿荘 
道の駅 京丹波 味夢の里 
道の駅「和」 

南
丹
（２
店
舗
） 

フレスコ亀岡店 
フレスコ亀岡安町店 
 

 
 
 

中
丹
（
6
店
舗
）
 

よのなか塾なかよし食堂 
餃子の王将 福知山店 
餃子の王将 ＪＲ福知山駅店 
 

餃子の王将 綾部店 
和食さと 福知山店 
ごはん処 日和亭 
 
 

中
丹
（４
店
舗
） 

にしがき福来店 
にしがき下福井店 
 

にしがき北浜店 
にしがき東舞鶴店 
 
 

丹
後
（
７
店
舗
） 

弥次喜多 
三河屋 
丹後旅の宿 万助楼 
ちりめん街道料理旅館井筒屋 

amano-hashidate 幽斎 
株式会社松井物産 
森のカフェ 

丹
後
（16
店
舗
） 

にしがき宮津店 
にしがき宮津店 
にしがき養老店 
にしがき岩滝店 
にしがき石川店 
にしがき加悦店 
にしがき大宮店 
にしがき大宮バイパス店 

にしがき駅前店 
にしがき長岡店 
にしがき網野店 
にしがき浜詰店 
にしがき弥栄店 
にしがき間人店 
にしがき海部店 
にしがき久美浜店 
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（１） 事業系食品ロスに対する取組について 

「食べ残しゼロ推進店舗」を通じた消費者への啓発 

平
成
２
９
年
度 

平
成
３
０
年
度 

推進店内でのポスター、リーフレット等を通じた啓発活動 

「旅ぐるたび」への掲載 

表中番号① 



－10－ 

（２） 家庭系食品ロスに対する取組について 

イベントやマスコミ等を活用した消費者への意識啓発 

◆イベント等での啓発 （平成２９年度、３０年度） 

農林水産フェスティバル、ＳＫＹフェスティバル、環境フェスティバル、エシカル・ラボ 等 

表中番号② 

◆新聞広告での啓発 （平成３０年度） 

京都新聞（平成30年11月10日朝刊）に啓発広告を掲載 

◆ラジオでの啓発 （平成２９年度、３０年度） 

・エフエム京都 α-station 『α-MORNING GOLD』  
                   （H30年６月）  
・ＫＢＳラジオ 『竹内弘一のズキューン』 
                   （H30年10月） 
・ＫＢＳラジオ 『きょうとほっと情報』 
                 （Ｈ29年12月、H30年12月） 



－11－ （実物大） 
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（２） 家庭系食品ロスに対する取組について 

 講演会・研修会の開催 

平成２９年度 平成３０年度 

南極料理人 西村淳さんによる講演会・料理教室 
（講演会73人、調理研修会39人） 

 

ハッピー冷蔵庫アドバイザー 大野多恵子さん 
による講演会 （62人） 

 

夏休みの小学生対象のもったいない鬼ごっこ 
（京都生協様と共催）        （小学生32名） 

 
 
 
 
 
 

食の府民大学ミニセミナー 
「冷蔵庫スッキリで食品ロス０へ」 
講師 整理収納アドバイザー 山本紗弥香さん 

（府内５箇所、68人） 

主な意見 
・食の楽しみ、大切さを考え 
 させられた 
・食材が余ったら捨てるので 
 はなく、工夫して使ってい 
 きたい 

主な意見 
・冷蔵庫を片づけることで社  
 会貢献にもつながることを 
 知り、片づけのモチベー 
 ションにつながった 
・具体的な整理方法がわかっ 
 たので、帰ったら早速実践 
 したい 

主な意見 
・毎日の生活に役立つ身近な 
 内容で、冷蔵庫の整理収納 
 は早速取り組みたい 

主な意見 
・食べ残しなどのごみが増え 
 て地球が汚れるのは嫌だと 
 思った。 
・食べ物を捨てるのはもった 
 いないので、嫌いな野菜も 
 全部食べきりたいと思った。 

表中番号③ 
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（２） 家庭系食品ロスに対する取組について 

京都府食の府民大学の食品ロス関連講座による研修・啓発 

• 調理くずや食べ残しを極力出さない調理方法を３分程度
の動画で紹介 

• 協力 同志社女子大学 
• ６講座、視聴回数：670回 

  

• 家庭で消費・賞味期限切れや食材の傷み等による食品
ロスを出さないための冷蔵庫・食品棚の整理収納方法を
わかりやすく解説 

• 出演 整理収納アドバイザー山本紗弥香氏 
• ６講座、視聴回数：442回 

食べきりクッキング（２９年度） 

冷蔵庫の整理収納（３０年度） 

表中番号④ 
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（２） 家庭系食品ロスに対する取組について 

ポスターコンクールの実施（平成３０年度） 

• 府内の中高生を対象に「食品ロス削減」をテーマに
ポスターコンクールを実施 
 

• 応募１７８作品 
 
• 知事賞受賞作品を使った食品ロス削減啓発ポスター

を作成し、府内市町村や「食べ残しゼロ推進店舗」
に配付・掲示 

表中番号⑤ 



－15－ 

（２） 家庭系食品ロスに対する取組について 

農林水産フェスティバルにおけるフードドライブの実施（平成３０年度） 

 農林水産フェスティバル（平成30年11月24日、25日）において、 
「フードバンク京都」様と「セカンドハーベスト京都」様に 
１日ずつ参加していただきました。 

表中番号⑥ 



－16－ 

（３） 市町村と連携した食品ロスに対する取組について 

市町村と連携した食品ロス削減の取組 

市町村と京都府の共催による市民向け講座の開催 

平成２９年度 平成３０年度 

舞鶴市と共催による市民向け講座（48名） 
・エシカル消費と食品ロスに関する講演 
・映画「０円キッチン」の上映 
 

亀岡市と共催による市民向け講座（23名） 
・食品ロスの現状と京都府の取組について講演 
（「ふるさとLovers2019・自然の文化の体験フェスタ内」で  
 開催） 

表中番号⑦ 
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２ 平成31年度の食品ロス削減の取組について 

分 
類 

平成30年度までの 
主な取組 成 果 課 題 平成31年度の主な取組 

事
業
系 

・食べ残しゼロ推進店舗の認定 
・外食時の食べきりについて消費 
 者への意識啓発 

・推進店舗数の 
 増加 
・推進店を通じ 
 た消費者への 
 啓発 

・推進店舗数の更な 
 る増加が必要 
 
・推進店のメリット 
 が必要 
・推進店を通じた消 
 費者啓発の展開が 
 必要 

・「食べ残し推進店舗」の推進（継続） 
 ※飲食組合、商工会等に加え、市町村との連携 
  強化 
・ＳＮＳ等を活用した推進店のＰＲ 
 
・ポスター、リーフレットに加えて、商品棚に設 
 置できる媒体での効果的な消費者啓発の実施  
 （「商品は手前から取りましょう」等） 

家
庭
系 

・府民向け講演会・研修会の開催 
・インターネット府民大学講座の 
 公開 
・中学生・高校生ポスターコン 
 クールの実施 
・新聞広告を使った啓発活動 
・農林水産フェスティバルにおけ 
 るフードドライブの実施 

・参加者の食品 
 ロス削減に対 
 する意識の向 
 上 
 
・参加者の世帯 
 や知人への波 
 及 

・無関心層への訴求 
 が必要 
 
・より多くの府民へ 
 の啓発が必要 

・インターネット府民大学講座による研修・啓発  
 （食材の適切な保存方法、食べきりクッキング 
 の拡充）① 
 
・ポスターコンクールの実施（継続・拡充）② 
 
・講演会・講習会の開催（継続） 
・あらゆる広報媒体を活用した啓発活動（継続） 
・フードドライブの実施（継続・拡充）③ 

市
町
村 

・市町村との共催による市民向け 
 講座の開催 

・市町村での取 
 組の広まり 

・市町村との連携の 
 深化が必要 

・市町村ケーブルテレビとの連携④ 
・市町村と共催による市民向け講座の開催 

（１） 継続事業について 

（２） 新しいアプローチについて 
   ① 府民大学講座「食材の適切な保存方法」「食べきりクッキング（おばあちゃんの知恵袋編）」の作成 
   ② ポスターコンクールの対象を小学生に拡大 
   ③ 庁内でのフードドライブの実施 
   ④ 府民大学講座を市町村ケーブルテレビで放映 



３ その他 

－18－ 



－19－ 



－20－ 



－21－ 

食品ロス削減をめぐる国の動きについて 

◆平成30年12月13日に超党派議員連盟が発足 
 「食品ロス削減及びフードバンク支援を推進する議員連盟」が超党派により、発足。 
  会長 山東昭子参議院議員（自民党）、事務局長 竹谷とし子参議院議員（公明党） 

＜情報提供＞ 


